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（写真）Shutterstock “米デラウエア州裁判所 PDV Holdings 競売の暫定落札者を発表” 

 

 

２０２４年９月２７日（金曜） 

 

政 治                     

「墨 投票結果詳細の開示を要求しない？」 

「ゴンサレス氏 西サパテロ元首相と極秘面談」 

経 済                     

「CITGO 競売 Elliott Managemente 暫定落札 

～競売プロセス完了は早くて１１月中旬か～」 

「米国裁 PDVSA２０債権団との協議を停止」 

「PDVSA 並行役員 競売阻止を改めて表明」 

「米政府高官 石油産業への制裁強化を検討」 

「TT 裁 ConocoPhillips の差し押え権追加承認」 

「VenAmCham 企業 来年の経済成長率６％増」 

 

24 年 9 月 28-29 日（土・日） 

 

政 治                    

「MCM 抗議行動 El Enjambre を実施 

～外国盛り上がるが、国内は不発の印象～」 

「与党 大統領選２カ月経過の政治集会実施」 

「マドゥロ大統領 MCM は亡命準備中」 

経 済                    

「ゴンサレス氏 米国に外国資産使用権要請？」 

「２７年から露と共同ガスプロジェクト実施」 

社 会                    

「９月２７日からベネズエラ人の入国厳格化 

～有効期限残ったパスポート、入国証明要～」 
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２０２４年９月２７日（金曜）             

政 治                       

「墨 投票結果詳細の開示を要求しない？」       

 

９月２７日 メキシコの Alicia Bárcena 外相は、ベネズ

エラ問題について言及。 

 

「国際社会は、ベネズエラ国民に対して、一定の主権を

認識し、ベネズエラ国民自身で物事を決めさせるべきだ

と考えている」「我々は他国の内政不干渉を原則として

おり、他国の主権を尊重する」 

「ベネズエラ問題は、国際問題となっているが、国家の

問題である」「ベネズエラ国民は非常に有能であり、国

民自身が解決できると信じている」 

との見解を示した。 

 

１カ月ほど前、メキシコの AMLO 大統領は、ベネズエ

ラ問題について 

「マドゥロが投票結果の詳細を公表するまでマドゥロ

の当選を認識しない」 

との姿勢を示していた。 

 

しかし、前述の Bárcena 外相の発言を聞く限り、投票結

果詳細の開示を求めることも「内政干渉に当たる」と認

識しているように理解できる。 

 

なお、メキシコと並んでマドゥロ政権と外交関係を維持

している国は、ブラジル・コロンビアだが、ブラジル・

コロンビアの両大統領は、現在のところ 

「マドゥロ政権が投票結果の詳細を開示するまでマド

ゥロ大統領の当選は認識しない」 

との見解を示している。 

 

 

 

「ゴンサレス氏 西サパテロ元首相と極秘面談」         

 

スペイン系メディア「THE OBJECTIVE」は、エドムン

ド・ゴンサレス候補とスペインのロドリゲス・サパテロ

元首相が数日前に極秘面談をしていたと報じた。 

 

「THE OBJECTIVE」によると、ゴンサレス候補は、サ

パテロ元首相に対して、自身の亡命を仲裁してくれたこ

とへの感謝の意を伝えたという。 

 

ゴンサレス候補は、Mariano Rajoy 元首相、Felipe 

González 元首相、José María Aznar 元首相などスペイン

の歴代首相との面談については公開しているが、サパテ

ロ元首相との面談については公表していない。 

 

なお、この報道を受けてかは不明だが、マリア・コリナ・

マチャド氏（以下、MCM）は、インタビューに対応し、

サパテロ元首相について言及。 

 

「（サパテロ元首相が）エドムンドを救ったというのは

事実ではない」 

「彼は、ベネズエラ国民に害を成す政権の工作に協力す

るためにベネズエラに来た」「非常に深刻なことだ」 

とコメント。 

 

「エドムンドの亡命は、ベネズエラ司法が彼に逮捕令状

を出したことが原因」 

「マドゥロ政権による極めてグロテスクで恐ろしいオ

ペレーションにより亡命を余儀なくされた」 

「（マドゥロ政権のオペレーションは）国民のモラルに

著しい影響を与え、一部の国際アクターの行動を妨げた」 

「これがマドゥロ政権の望んでいることだ」 

と主張した。 

 

 

 



 VENEZUELA TODAY 
２０２４年９月２７日～９月２９日報道           No.１１２２   ２０２４年９月３０日（月曜） 

3 / 8 

 

経 済                        

「CITGO 競売 Elliott Managemente 暫定落札     

     ～落札額は債務総額の約３分の１～」           

 

９月２７日 ロイター通信は、「CITGO」の１００％持

ち株会社「PDV Holdings」競売の落札者が決定したと

報じた。 

 

落 札 者 は 、 米 国 投 資 フ ァ ン ド 「 Elliott Investment 

Management 」 傘 下 の 「 Amber Energy 」。「 Elliott 

Investment Management」はリスクの高いディストレス

トアセットを中心に扱う投資ファンドで、アルゼンチン

でデフォルトが起きた際も、債券の全額返済を求めてア

ルゼンチン政府と争った投資ファンドとして有名であ

る。 

 

報道によると、落札金額は７２億８６００万ドル。 

 

ベネズエラ政府・PDVSA は債務支払いを停止しており、

多くの企業が PDV Holdings の競売を通じて、自社の債

権を回収しようとしている。 

 

米国デラウエア州裁判所に債権回収権を認められてい

る企業だけでも、支払い義務総額は２１３億ドルであり、

７２億８６００万ドルでは約３分の１にしかならない。 

 

なお、ロイター通信が関係者から入手した情報によると、

支払いは現金と融資のコンビネーションだという。 

 

ただし、今回は暫定的な決定であり、確定ではない。 

 

今回の競売対象は PDV Holdings だが、PDV Holdings

の実質的な価値は米国７位の石油精製会社 CITGO に

ある。そして、CITGO の株式の５０．１％は PDVSA

が２０１６年に発行した社債「PDVSA２０」の担保に

設定されている。 

 

デラウエア州裁判所から同競売の進行役として委託を

受けた Robert Pincus 氏は、 

「Elliott Investment Management および Amber Energy

は落札者ではあるが、PDVSA２０の債券保有者への提

案が成立しない場合、今回の応札を辞退することが可能」

と説明している。 

 

つまり、PDVSA２０債券保有者との交渉が成立しなか

った場合、今回の競売が不成立になる可能性がある。 

 

「米国裁 PDVSA２０債権団との協議を停止」                  

 

ロイター通信は、デラウエア州裁判所から同競売の進行

役として委託を受けた Robert Pincus 氏が PDVSA２０

債権団との協議を終了させたと報じた。 

 

ロイター通信によると、Pincus 氏は債権団と合意に至

ることが出来ず、協議を終了させたという。 

 

「CITGO 競売 Elliott Managemente 暫定落札」で紹

介 し た 通 り 、 PDV Holdings は Elliott Investment 

Management 傘下の Amber Energy が暫定的に落札した

が、競売プロセスを完了させるためには PDVSA２０債

権団との合意が必須条件になる。 

 

「PDVSA 並行役員 競売阻止を改めて表明」                  

 

PDVSA は、PDV Holdings の株式を１００％保有して

いる。 

 

従って、PDV Holdings は実質的に国営企業ではあるが、

米国政府はマドゥロ政権をベネズエラ政府と認識して

おらず、２０１５年の国会議員選で当選した国会（野党

多数）が指名した経営陣（PDVSA 並行役員）に PDV 

Holdings および CITGO の管理権および経営権がある

と認識している。 



 VENEZUELA TODAY 
２０２４年９月２７日～９月２９日報道           No.１１２２   ２０２４年９月３０日（月曜） 

4 / 8 

 

Elliott Investment Management 傘下の Amber Energy 

が PDV Holdings の暫定落札者になった件について、

PDVSA 並行役員が見解を表明。 

 

「PDVSA は引き続き PDV Holdings の経営権を維持し

ており、自社の利害を守るためにあらゆる法的措置を講

じる」「今回の決定は最終的な決定ではなく、プロセス

の完全な終了ではない」「競売の実行には米国財務省の

ライセンスが必要であり、このライセンスが発行されな

い限り、競売は実行できない」等の見解を示した。 

 

今回の落札者発表は大きなステップであるが、競売の実

行にはまだ一定の時間がかかり、暗礁に乗り上げる可能

性も十分にありそうだ。 

 

（写真）PDVSA 並行役員 X（旧 Twitter） 

 

「米政府高官 石油産業への制裁強化を検討」                  

 

９月２７日 米国国務省のブライアン・ニコルス秘書官

（ラテンアメリカ問題担当）は、記者に対して 

「個人制裁の実施および特定産業に発行した制裁ライ

センスの取り消しについて、熱心に検討を行っていると

ころ」とコメントした。 

 

“特定産業”が石油産業を意図している可能性は高く、米

国政府がベネズエラの石油産業への制裁を強化するこ

とを検討していると示唆した。 

 

Chevron、Repsol、Maurel & Prom など欧米を中心とす

る複数のエネルギー会社が米国政府から制裁ライセン

スの発行を受けて、PDVSA との取引を再開している。 

 

これらの企業の活動は、ベネズエラの貴重な外貨供給源

になっており、為替レートを安定させ、物価を安定させ、

経済を安定させる一因にもなっている。 

 

仮にこれらの企業の制裁ライセンスが取り消された場

合、ベネズエラ経済は再び低迷することになるだろう。 

 

「TT 裁 ConocoPhillips の差し押え権追加承認」                  

 

９ 月 ２ ７ 日  ト リ ニ ダ ー ド ・ ト バ ゴ 裁 判 所 が 、

ConocoPhillips の要請を認め、トリニダード・トバゴ国

内において PDVSA がガスプロジェクトで得た収入を

同社の賠償金の回収に充てることを許可した。 

 

２０２４年５月、トリニダード・トバゴ裁判所は、

ConocoPhillips の賠償請求権を認め、トリニダード・ト 

バゴ域内で債権を回収することを認める判決を下して

いた（「ベネズエラ・トゥデイ No.1070」）。 

 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/2a52ca952e142c508ebf00dcab96bc42.pdf
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今回の決定は「PDVSA がガスプロジェクトで得た収入

を同社の賠償金の回収に充てることを許可」ということ

で更に一歩踏み込んで許可されたと理解できそうだ。 

 

ただし、トリニダード・トバゴ裁判所の Frank Seepersad

判事によると、賠償金の回収は PDVSA の収入のみであ

り、ベネズエラ政府が得た収入を賠償金の回収に充てる

ことは出来ないという。 

 

「VenAmCham 企業 来年の経済成長率６％増」                  

 

「ベネズエラ米国商工会（VenAmCham）」は、経済セ

ミナー「¿Cómo Presupuestar en el 2025?（２０２５年

をどのように見積もる？）」を開催した。 

 

VenAmCham は、セミナーの際に参加企業にアンケー

トを実施することが多く、今回は２０２５年の経済見通

しについてアンケートを実施した。 

 

同アンケートによると、２０２５年のベネズエラのイン

フレ率に関する平均回答は年率３１．３４％。経済成長

率は、前年比６％増だったという。 

 

個人的にはかなり楽観的な予想という印象を受ける。 

 

また、２０２４年の各社の状況について 

「販売が増加した」と回答した企業は、５７．０％。 

「販売が減少した」と回答した企業は、２６．７％。 

「変わらなかった」と回答した企業は、１６．７％ 

だった。 

 

また、融資について 

「去年より融資が増えた」と回答した企業は６５．１％。 

「融資を受けなかった」と回答した企業は４０．０％ 

だった（１００％を超えているが理由は不明）。 

 

 

２０２４年９月２８日～２９日（土曜・日曜）              

政 治                       

「MCM 抗議行動 El Enjambre を実施           

  ～外国盛り上がるが、国内は不発の印象～」        

 

野党のリーダーである MCM 氏は、支持者に対して９

月２８日に抗議行動を実施するよう呼びかけていた。 

 

この抗議行動は、大統領選でゴンサレス候補が当選し

て２カ月を祝うと同時に、マドゥロ政権による虚偽の

選挙結果を拒絶する意思を表明するためのもの。 

 

当日、外国では多くの支持者が抗議行動に参加していた。 

特にスペインではゴンサレス候補が登場し、多くの参加

者が確認された。 

 

＜スペイン、マドリッドでの抗議行動＞ 

 

＜アルゼンチン、ブエノスアイレスでの抗議行動＞ 
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＜米国、マイアミでの抗議行動＞ 

 

 

＜日本、東京・大阪・名古屋・広島での抗議行動＞ 

 

 

外国では多くの参加者が確認された一方、ベネズエラ国

内は盛り上がりに欠けた印象がぬぐえない。 

 

特に今回、MCM 氏は「El Enjambre（蜂の群れ）」と称

し、これまでと異なる抗議行動を実施していた。 

 

マドゥロ政権が抗議行動を抑圧しないよう４０名前後

の規模で散発的に抗議行動を実施し、その様子を

#VzlaLibre のハッシュタグを付けてソーシャルメディ

アで拡散、その後すぐに解散するというもの。 

 

また、個人情報が特定されると、マドゥロ政権に拘束さ

れるリスクがあるため、顔を隠して抗議する手法を用い

た。 

 

 

下写真のように顔が特定されないように後ろを向いた

状態、あるいは顔を隠した状態での抗議行動を行った。 

 

ただし、投稿数は決して多くない上に参加者もそこまで

多くないので、インパクトに欠け、今回の抗議行動を報

じるメディアは少数にとどまった。 

 

 

 

 

（写真）@ConVzlaComando 
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「与党 大統領選２カ月経過の政治集会実施」           

 

９月２８日 MCM 氏の抗議行動に対抗する形で、与党

も政治集会を呼びかけていた。 

 

与党側の政治集会は、野党のように抑圧リスクがないた

め、公道で大規模な集会を実施することが可能。政治集

会は全国的に実施され、その映像は国営テレビなどで報

じられ、一定の動員が確認されている。 

 

＜デルタアマクロ州での政治集会＞ 

 

＜モナガス州での政治集会＞ 

 

（写真）TELESUR 

 

「マドゥロ大統領 MCM は亡命準備中」           

 

９月２８日 マドゥロ大統領は、政治集会で演説を実施

し、野党について言及した。 

 

マドゥロ大統領は、ゴンサレス候補が亡命する前から、

ゴンサレス候補が国外に移動する可能性について指摘

していた。 

 

「私が言ったとおりだった」 

「爺さんは Beco（生活雑貨用品店）にスーツケースを

買いに行かせていた」「彼は国民から奪った大金の一部

をスーツケース購入に充てた」「彼はベネズエラを去り

たかった、国を見捨てたかった」「卑怯なゴンサレスは

逃げ、彼の支持者を放置し、物語を終わらせた」 

と言及。 

 

また、MCM 氏についても亡命準備を進めていると指摘。 

「自称、女王蜂は従う蜂がいなくなった」 

「El Enjambre（蜂の群れ）に蜂は現れなかった」 

「群れを呼んだ女王蜂さえも姿を見せなかった」 

「この女王蜂、グッチのブランドのスーツケースに荷物

を積み込みニューヨークに到着することだろう」 

「彼女も国を出る準備をしている」 

とコメントした。 

 

経 済                       

「ゴンサレス氏 米国に外国資産使用権要請？」            

 

反 マ ド ゥ ロ 政 権 系 の 非 政 府 系 団 体 「 Resistencia 

Venezuela」の創設者 Gustavo Lainette 氏は、自身のソ

ーシャルメディアにて、「ゴンサレス候補がバイデン政

権に制裁強化と外国にあるベネズエラ政府資産の使用

権を求めた」と投稿した。 

 

Lainette 氏の投稿によると、ゴンサレス候補は、バイデ

ン政権に対して、CITGO のコントロール権、英国銀行

で凍結されている GOLD の裁量権を含めて、ベネズエ

ラ政府資産の使用権を求めたという。 
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なお、２０１５年に発足した野党国会の介入なくこれら

を使用する権利も求めたという。 

 

同時にマドゥロ政権に対する経済制裁の強化を要請し

たという。 

 

Lainette 氏によると、この資金は、スペインの右派政党

「国民党（PP）」および極右政党「VOX」に近い金融グ

ループが管理するとしている。また、関係者から得た情

報によると、ゴンサレス氏はスペインの某グループから

１０００万ドルを得たと補足している。 

 

 

（写真）Gustavo Lainette 氏 X（旧 Twitter） 

 

「２０２７年から露と共同ガスプロジェクト実施」         

 

デルシー・ロドリゲス石油相（兼副大統領）は、２０２

７年からロシアとガスプロジェクトを推進すると発表

した。ただし、具体的な案件は未定で、「現在は検討中」

だという。 

 

ロドリゲス副大統領は 

「ロシアとは政治方針が一致しており」「エネルギーを

掌握しようとしている共通の敵をもっており」 

 

「経済攻撃を仕掛ける共通の敵がいる」と指摘。 

 

同時に、中国・ロシアを中心とする BRICS に対してエ

ネルギー面で協力をする意思を表明した。 

 

社 会                       

「９月２７日からベネズエラ人の入国厳格化       

  ～有効期限残ったパスポート、入国証明要～」            

 

「ベネズエラ航空監督局（INAC）」および「出入国管理

局（Saime）」は、ベネズエラで国際線を運航する航空会

社との会合を実施。 

 

INAC および Saime は、ベネズエラの入国要件を厳格化

すると伝えた。 

 

具体的には、これまで有効期限切れのパスポートでの渡

航を認めていたが、今後は期限切れのパスポートでのベ

ネズエラ入国は許可されない。 

 

また、パスポートの有効期限が切れており、ベネズエラ

へ渡航しようとするベネズエラ人は、当該国にあるベネ

ズエラ領事館で事前に「入国許可（Documento de Viaje）」

の発行を受ける必要があることになった。 

 

直近では、ベネズエラは、アルゼンチン、チリ、ウルグ

アイ、コスタリカ、ペルー、パナマ、ドミニカ共和国と

外交関係を断絶しており、米国を含めて一部の国では領

事館が閉鎖している。領事館が閉鎖している国にいるベ

ネズエラ人でパスポートの有効期限が切れている場合

は、ベネズエラ外務省に電子申請する必要があるという。 

 

なお、正式な発表ではないが、「入国許可書」の発行は

有料のようで大人６０ドル、子供は無料だという。 

 

以上 


